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　アイヌ民族の
食材はほぼ100％
自然の恵みに頼っ
ていたことはいろ
いろな場面でご
説明しています
が、狩猟や漁労、
植物採取のため
の地理的便宜に加えて厳しい冬を生き延びる必要もあ
り、人々は季節ごとに生

なり

業
わい

を営むため山に海に、川や
湖にと、複数の家を持ち、各家を移動しながら暮らし
ていました。夏季間の家はサクチセ（sak－夏の cise
－家）（樺太ではサハチセ）、冬の家はリヤチセ（riya
－越年の cise－家）（樺太ではマタチセ（mata－冬期
間の cise－家））といい、夏の家は地上面に建てられ
ていました。積丹の地名は、シャコタン（サクコタン 
sak－夏季の kotan－村）に由来し、サクチセ、つまり
夏の家がまとまって建てられた集落であったのです。
確かに積丹は、海の幸を得るためには絶好の環境です。
また、鮭はアイヌの人々の主食ともいえるものなので、
鮭が遡上する川が近くにあることも重要であり、それ
に付随して、漁小屋や捕獲した鮭を燻

くん

製にする燻製小
屋も必要不可欠でした。
　冬の家は、寒さを防ぎかつ雪に埋もれてしまわない
よう、寒風があまりあたらない小高い場所が選ばれ、
地面を 1 ｍほど掘り下げ、その土を周囲に積み上げ、
凹
おう

地内に柱を建て、その上に屋根を組み、さらに保温
のため屋上を土で覆うという建築方法です。竈

かまど

もあり、
上部には加湿できるよう水を入れた甕

かめ

をすえ、焚
た

き火
の煙は、土穴を掘り、粘土製の煙筒から外に抜けるよ
うになっていました。暖房のため竈の熾

おき

火
び

を床の炉に
移すということもしていました。夏、冬の家以外にも、
猟のため山中に作るクチャと呼ばれる仮小屋は合掌式
で拝み小屋といわれました。ほかにもコンブ漁や 2 月
ごろ嵐の後に海岸に打ち上げられる海藻やアザラシの
子をとるための浜辺の家など、いずれも構造は簡単な
ものでしたが、季節や用途に合わせて様々な小屋が使
われていました。これらの小屋をみても、アイヌの人々
は季節ごとの自然の恵みをフルに活用し、自然と一体

化した生活をして
いたことがよくわ
かります。建物の
材料も、最後には
朽
く

ちて自然に還る
草木であり、自然
に負荷をかけない
完全な循環型社会

であったというわけです。
　ところで、アイヌの人々の間では空き家には、オハ
チスイェ＝オハチスイェヘ（oha－空いた ci－家を 
suye－揺らす h－もの）という化け物がいるとされて
いました。夏冬の家には必ず家の守護神が祀

まつ

られます。
神様の数は地域によって異なり、沙流川地域では男神
の 1 神、他の地域では夫婦の 2 神、白老のように 1 男
2 女の 3 神であるところもあります。家を長期間空け
る場合は、その旨を守護神にことわって出かける必要
がありますが、そのまま住人が戻らず長いこと顧みら
れないと、守護神は苛

いら

立って魔性のオハチスイェに心
変わりし、それとは知らずに空き家に宿る人が敬意を
払うのを怠

おこた

ると怪我をさせられたり、時には命を奪わ
れることがあるというのです。流刑によって樺太へ
やってきたポーランド人で、北海道および、樺太地方
のアイヌ語音声を話者から蝋

ろう

管
かん

に録音して現在に伝え
たブロニスワフ・ピウツスキの記録には、この空き家
の化け物の話が収録されています。オハチスイェに襲
われる場合はどんなふうかというと、泊まった人の前
に人間と同様の姿になって現れ、泊まった人の行為を
そっくり真似ます。そのうち相手が化け物だというこ
とに気が付き、人間が持参していた矢を射かけると、
オハチスイェは破れたハンカタ（hankata－樹皮容器）
で叩き落し、「アッハッハー、イッヒッヒー」と笑い、

「ハンカタチョホチャハチンランケ （hankata－樹皮容
器を cohca－射ても hacir－落ち ranke－続ける）」と
いって、射る矢が尽きると同時に人を襲い命を失うこ
とになるということです。国内でも空き家が年々増え
続けていますが、オハチスイェだけには会いたくない
ものです。
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